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グリーンカードの活用推進について（通知） 

 

 日本小学生バレーボール連盟では、フェアプレーや善い行いを賞賛し広げていくことを目的としたグーンカー

ドの提示を勧めてきました。今年度、これまで以上に活用し、バレーボールをとおした小学生の健全育成を推進

するために、各都道府県において、以下の取組を進めていただきますようお願いいたします。 

 

 １ これまでの提示例に基づいたグリーンカードの提示 

【自己申告】 

・選手が自ら手を挙げてタッチネット、ボールコンタクトの申告をした。 

・ライン際の判定で、主審が確認のため担当ラインジャッジと副審を呼んだ時、ボールデット側の選手が

「インでした」と伝えに来た。 

【判定後の挙手】 

・タッチネット、ボールコンタクト等、判定に対し手を上げて素直に応じた。 

【試合中の礼儀・マナー・気遣い】 

・隣のコートにボールが転がっていき、取ってくれた相手に「ありがとうございました」と大きな声でし

っかりとお礼をした。 

・隣のコート端まで転がったボールを全力で拾いに行き、全力で戻った後、相手に静かに転がして渡した。 

・相手の顔面等にボールが当たった際に、歩み寄り謝った。 

・ネットに懸けたボールがネット越しに相手選手の顔に当たり、相手の様子を気遣いお詫びした。 

・ネット際で転倒した相手選手へ声をかけた。 

・コート外までボールを追いかけ窓や壁などにぶつかりながらもプレーを続行した選手に、ボールデッド

後、チーム選手がかけより声をかけた。 

【補助員の姿勢や態度】 

・ラインズマン等コートオフィシャルの態度や動きがきびきびしてすばらしかった。 

・ラリー中にコート内の選手が落としたハンドタオルを、ラインジャッジがすかさず拾った。 

【コート外での行動】 

・トイレのスリッパを並べる、ごみを拾う等、会場の美化に貢献した。 

・会場内で、誰に対しても気持ちのよい挨拶ができていた。 

【プレーの称賛】 

・コート外に弾いたボールを最後まで一生懸命レシーブに行った。 

・接戦となった好ゲームの試合終了時、両チームの健闘を称えカードを提示した。 

【控え選手の動き】 

・チームメンバーのためにベンチまわりの仕事を一生懸命やっていた。 

・TO、TTO毎に一生懸命モップをかけていた。 

・タイムアウト中に隣のコートから入ってきたボールをタイムアウト中のチーム控え選手が走って取りに

いき、隣のコートまで渡しにいった。 



※ 「きわどいケースでのラインジッジの的確なライン判定」などのスキル、「試合中の態度を注意された

後、または注意される前の謝罪」などの行動改善についても、試合後にグリーカードを提示し、賞賛する

こともある。これまでの提示例以外のことについても、審判員や大会役員が善い行いであると感じたこと

については積極的に提示する。 

 

 ２ グリーンカード活用推進のための取組 

【目的や意義、具体例の周知】 

・審判員、各チームにグリーンカードの使用目的について研修会等をとおしてしっかりと伝える。 

・グリーンカードを提示する場面を具体的に示し、チーム関係者に周知する（本文書の印刷、配付等）。 

【使用方法】 

・県大会だけでなく地区大会等でも使用する。 

・審判員だけではなく、大会役員にも持たせ、ゲーム以外の場面でも活用する。 

【賞賛の方法】 

・大会等でグリーンカードを提示された選手と事例を会場でアナウンスして紹介する。 

【審判員同士の対応】 

・試合後のレフェリーミーティングで、カードを出したケースを発表し共有する。 

・グリーンカードを出した審判員を称賛することで、互いのモチベーションを高める。 

 


